
   大野市総合計画・総合戦略推進会議設置要綱  

 

（令和３年３月２５日告示第９４号）  

 

 （設置）  

第１条  大野市総合計画（以下「総合計画」という。）の進捗状況の検証並びに大

野市総合戦略（以下「総合戦略」という。）の進捗状況の検証及び策定を行うた

め、大野市総合計画・総合戦略推進会議（以下「推進会議」という。）を設置す

る。  

 （所掌事務）  

第２条  推進会議の所掌事務は、次に掲げるとおりとする。  

 (1) 総合計画に基づく施策の実施状況及び効果の検証に関すること。  

 (2) 総合戦略の策定及び改訂並びに施策の実施状況及び効果の検証に関すること。  

 (3) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認めること。  

 （組織）  

第３条  推進会議は、委員２５人以内をもって組織する。  

２  委員は、次の各号に掲げる者の中から市長が委嘱する。  

 (1) 専門分野における有識者等  

 (2) 関係団体から推薦があった者  

 (3) 前２号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者  

 （任期）  

第４条  委員の任期は、２年以内とする。ただし、再任を妨げない。  

２  委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。  

（会長及び副会長）  

第５条  推進会議に会長及び副会長各１人を置く。  

２  会長及び副会長は、委員の互選により決定する。  

３  会長は、会務を総理する。  

４  副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときはその職務を

代理する。  

 （会議）  

第６条  推進会議の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。  
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２  会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。  

 （専門部会）  

第７条  推進会議に、必要に応じて専門部会を置くことができる。  

２  専門部会は、会長の指名する委員をもって組織する。  

３  専門部会に専門部会長を置く。  

４  専門部会の会議は、専門部会長が招集し、専門部会長が議長となる。  

 （庶務）  

第８条  推進会議の庶務は、行政経営部政策推進課において処理する。  

 （委任）  

第９条  この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、市長

が別に定める。  

   附  則  

 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。  



令和５年度 大野市総合計画・総合戦略推進会議スケジュール（案）

令和５年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月２月３月

総合計画・総合戦略
推進会議
（全体会議）

専門部会

成果物

庁内作業

情報発信

第1回
（7/3）

・前年度施策の
内部評価の報告

専門部会の開催（3回程度）

■ ■

・委員による

外部評価作業

第2回
（8/10）

・前年度施策の
総合評価の報告

■

・現年度施策の
中間取組報告

・改訂した総合戦略（案）
の確認

前年度施策の
内部評価作業

現年度施策の
中間取組とりまとめ

■

広報おおの
８月号

前年度施策の
取組状況報告

（評価結果のぞく）

新年度予算編成

推進会議による意見等を
新年度施策に反映

第3回
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（7/14）

総合戦略の改訂作業

■
総合計画評価報告書

■
専門部会報告書

■
改訂版総合戦略

会議資料及び議事録を市ホームページに掲載



 

大野市総合計画に基づく令和４年度施策の評価について 

１ 評価の目的 

 施策の実施状況及び効果の検証を行い、大野市総合計画の着実な推進を図ります 

 検証結果に応じて実施手法を見直すなど、効率的・効果的な行財政運営を図ります。 

 市民目線の意見を取り入れ、市民ニーズに合った施策展開を図ります。 

 

２ 評価の実施主体 

 大野市が主体となり、外部委員の意見を取り入れながら実施します。 

 【外部委員】 

 （１）大野市総合計画・総合戦略推進会議委員 ２１名 

   （２）施策評価アドバイザー １名 

 

３ 評価の対象 

第六次大野市総合計画前期基本計画に掲げる２４の項目を評価します。（裏面参照） 

 

４ 評価の流れ 

（１）内部評価（施策評価） 

 市役所内部で前年度の施策の実施状況及び効果を検証します。 

 「施策評価シート」（全２４シート）を用いて行います。 

 

（２）外部評価 

 内部評価を踏まえて外部委員が分担し、評価（ＡＢＣＤ）と意見を行います。 

 

（３）総合評価 

 内部と外部の評価に相違があった場合、推進会議代表者及び施策評価アドバイザーの

意見を参考にして、市が総合評価を決定します。 

 

５ 日程 

７月３日（月）  ：第１回推進会議（内部評価結果の説明） 

～７月１４日（金）：外部委員による外部評価作業 

～７月下旬    ：総合評価の決定（推進会議代表者及び施策評価アドバイザーの

意見を参考） 

８月１０日（木） ：第２回推進会議（総合評価結果の報告） 

以降～       ：総合評価結果を踏まえた施策の改善や立案（翌年度に向けて） 

 

６ その他 

 当評価は、第２期大野市総合戦略及び関係計画に基づく施策の検証を兼ねます。
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細区分 
①……………………………………… 
②……………………………………… 
③……………………………………… 
 

【項目】全 24 

この単位で「施策評価

シート」があります 

【施策】全 68 

この単位で「達成度」の内部評価

（◎〇△）を行っています 

【細区分】全 260 

この単位で「取組状況及び成果」

を記載しています 



 

外部評価作業要領 

１ 役割分担 

 担当する施策評価シートに対して「評価」と「意見」をお願いします。 

 個人ごとに行っていただきます。（グループで行うものではありません） 

 

（１）大野市総合計画・総合戦略推進会議委員（敬称略）  

№ 所属 氏名 担当する施策評価シート 

１ 仁愛大学 南保 勝 全般 

２ 大野市立保育園保護者連合会 飯田 圭佑 ●「こども」分野 

1 子育て   

2 学び 

３ 大野市ＰＴＡ連合会 稲津 直美 

４ みらい子育てネット大野 川田 香菜子 

５ 大野市老人クラブ連合会 林 幹雄 ●「健幸福祉」分野 

3 健康・医療 4 地域福祉 

5 スポーツ 

６ （社福）大野市社会福祉協議会 櫻川 みゆき 

７ 大野市スポーツ協会 佐々木智恵美 

８ 福井県農業協同組合奥越営農経済センター 古川 正人 
●「地域経済」分野 

6 農業    7 林業 

8 商工業   9 観光業 

10 働く環境 

９ 九頭竜森林組合 保格 浩一 

10 大野商工会議所 嶋田 優子 

11 （一社）大野市観光協会 木下 正朗 

12 連合福井福井地域協議会大野地区連絡会 大谷 久直 

13 福井工業大学 竹田 周平 ●「くらし環境」分野 

11 自然環境・ごみ  12 水環境 

13 生活環境  14 消防・減災 

15 道路     16 公共交通 

14 （一社）大野建設業会 山川 正秀 

15 大野市消防団 清水 里美 

16 大野市区長連合会 齋藤 雅彦 ●「地域づくり」分野 

17 ひと・地域  18 防災力・防犯力 

19 文化芸術  20 移住定住 

17 大野市文化協会 松田 典子 

18 奥越前まんまるサイト 坂本 道子 

19 大野市議会 帰山 寿章 ●「行政経営」分野 

21 情報共有  22 協働・連携 

23 市民サービス 24 行財政 

20 大野記者クラブ 石畝 健 

21 越前信用金庫 佐々木 成充 

 

（２）施策評価アドバイザー（敬称略）  

№ 所属 氏名 担当する施策評価シート 

１ 福井県立大学 桑原 美香 全般 

 

２ 評価様式 

 別紙１「外部評価シート」による 

 

３ 提出期限 

 ７月１４日（金） 
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４ 外部評価シートの記載要領 

 

（１）評価 

 担当する施策評価シートについて、ABCDの４段階で評価を記載してください。 

 担当しない施策評価シートに対する評価は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）意見 

 施策評価シートの記載内容を踏まえ、意見を記載してください。 

※市役所の内部評価の基準は「資料５」を参照してください。 

 担当する施策評価シートに各１つ以上の意見を記載してください。 

 担当しない施策評価シートに対する意見は任意です。 

 「である調」、「箇条書き」で簡潔に記載してください。 

 質問又は苦情、要望の形ではなく、施策に対する意見としての形で記載してください。 

 意見の過多や重複がある場合は、取りまとめの段階で記載を省略する場合があります。ま

た、文章の表現を修正する場合があります。 

 

（３）その他 

 市の記載内容についてご不明な点やご質問がある場合は、電話やメールなどで政策推進

課までご連絡をお願いします。 

大野市  行政経営部政策推進課 電話：0779-64-4824 電子メール：seisaku@city.fukui-ono.lg.jp 

 

【参考】令和３年度「17.ひと・地域」シートに対する意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価基準】 

Ａ【順 調】…実施した取組みで十分な成果が得られている。 

Ｂ【概ね順調】…実施した取組みで一定程度の成果が得られている。 

Ｃ【要改善】…実施した取組みで一定程度の成果が得られておらず、取組みの改善が必要。 

Ｄ【見直し】…実施した取組みで全く成果が得られておらず、取組みの抜本的見直しが必要。 



№

①施策の取組状況及び成果

施策評価シート
22

評価課 政策推進課

関係課 地域文化課

基本目標 行政経営 結のまちを持続的に支える自治体経営

項目 協働・連携
目指す姿 関連するSDGｓ

自治会や団体、学校、企業、行政など、さまざまな活動主体が、お互い
の立場と役割を理解し、協働・連携してまちづくりに取り組むまち

達成度№ 施策
細
区
分

取組状況及び成果 コロナ禍 戦略

②

●豊かで活力に溢れた住みやすい地域づくりを推進するため、結の故郷地域が輝く交付
金事業で財政支援し、市内９地区で地区まつりの開催や名所史跡を活用した事業、まちづ
くり講演会、環境美化活動や地域ぐるみで行う屋根雪おろしなど全48事業が行われた。
（再掲）

※ ※

○

①

●住民主体による地域課題解決に向けた取り組みを進めるため、その検討が行われるよう
公民館が支援し、下庄地区と上庄地区で新たな活動が開始された。既に取り組んでいる大
野地区と阪谷地区、和泉地区では、地域の現状を把握するためのアンケートや座談会など
の取り組みが行われた。（再掲）

※

③

●若者のアイデアを地域づくりに生かすため、前年度の「わたしが未来の市長プロジェク
ト」の提案の中から、「まいおおのフォトコンテストに越美北線からの眺め部門をつくる」「サ
イクルトレインを行う」「空き家を高校生の勉強場所として開放する」の３つのアイデアを市
や関西大学生が具現化につなげた。
●大野市の施策の方向性などについて市民の意見を聞くため、「市内若手経営者と市長
の意見交換会」を開催した。（再掲）
●大野市総合計画・総合戦略推進会議の下に設置された専門部会「移住定住部会」を3回
開催し、市民などの意見を取り入れて移住定住策を検討し、提案等を報告書にまとめた。
（再掲）

22-2

他の自治体な
どとの協働や
連携によるま
ちづくりを進め
ます

①

●高校生目線で地域の活性化策や課題解決の提案を促すため、「わたしが未来の市長プ
ロジェクト」において高校生の探究学習を通年で応援した。
●市と連携協定を締結する関西大学の３つの研究室による、市のまちづくりに関する研究
報告会を開催し、市民ら31人が参加した。
●市民に社会問題に興味を持ってもらうため、関西大学の研究施設「横町スタジオ」で、ご
み問題や光害、空き家問題などをテーマとしたワークショップを全4回開催し、延べ116人が
参加した。
●関西大学の研究員が、上庄小学校で、生ごみをミミズに食べさせて処理する「ミミスコン
ポスト」の授業を行い、この取り組みを題材として児童が作成したプレゼンテーションが、
「ふるさと福井CMコンテスト」で最優秀賞を受賞した。
●横町スタジオで福井工業大学と関西大学の学生に空き家の利活用策を提案してもらう
ワークショップを開催した。
●大阪府に本社を置く企業から、関西大学連携事業への活用を目的とした企業版ふるさと
納税100万円の寄附があった。（再掲）
●多様な主体と連携して地域課題解決に取り組むため、保険会社や報道機関、大学など
と令和4年度中に６つの連携協定を締結した。
●ホームページや広報おおの、出前講座などでＳＤＧsについて積極的に情報を発信し、
「ふくいＳＤＧsパートナー」に登録する市内団体等が年間を通して17者増えた。（36者→53
者）

※

○

22-1

市民協働のま
ちづくりを進め
ます

②

●岐阜県高山市及び美濃市、滋賀県守山市との交流事業として開催した、金森長近公を
テーマとした講演会に市内外から120人が参加し、令和６年度の金森長近公生誕500年に
向けた自治体連携のきっかけを創出した。（再掲）
●岩倉桜まつりイベント（愛知県岩倉市）への市民交流バスの運行や、古河花火大会（茨
城県古河市）期間中の姉妹都市首長議長懇談会は、感染症拡大防止の観点から、前年度
に引き続き中止となった。（再掲）
●富山県高岡市主催の「万葉集全２０巻朗唱の会」へ、和泉地区の化石などのPRを兼ねた
動画を提供した。
●荒島の郷及び九頭竜紅葉まつりにて、岩倉市からの市民交流バスツアーの受け入れを
行った。

※ ※

③

●広域的な行政事務に効率的・効果的に取り組むため、ふくい嶺北連携中枢都市圏ビジョ
ンに基づき、商工、観光、公共交通などのワーキングごとに52の連携事業に参画した。各
ワーキングでは構成市町と連携しながら、令和6年度から始まる第２期ビジョンの素案を作
成した。

市役所の内部評価の基準

【取組状況及び成果】

・施策に関連する取り組みを記載しています。（令和４年度末時点）

・この場合、施策22-1「市民協働のまちづくりを進めます」のうち、細区分①「市と市民、団体が協働し

て地域の総力を発揮できる体制づくりや地域ごとの課題解決に向けた検討に対する取り組みを支援

します。」に関する取り組みを記載しています。

※「細区分」は番号のみを記載しており、内容はこのシートからは確認できませんので、

大野市総合計画の冊子からご確認ください。

【コロナ禍】

「コロナ禍」の影響を受けたと考えられる

取り組みには「※」を記載しています。

【施策の達成度】

施策の達成度を以下の基準で評価しています。（この場合、22-2の施策の達成度を記載しています。）

（評価基準）

◎…計画した以上に進捗したもの、期待した以上の効果を得ることができたもの

○…概ね計画どおり進捗したもの、期待した効果を概ね得ることができたもの

△…進捗が遅れたもの、期待した効果を得られなかったもの

「コロナ禍」欄の※は進捗または成果にコロナ禍の影響を受けたと考えられる取り組み。「戦略」欄の※は第２期大野市総合戦略に関連付いた取り組み

②成果指標

「コロナ禍」欄の※はコロナ禍の影響を受けたと考えられる成果指標。「戦略」欄の※は第２期大野市総合戦略に記載がある成果指標

その他
そ
の
他

●総合計画及びＳＤＧsの普及に向けて、市民からの要望に応じて年間で10回の出前講座
を行った。
●市の林道整備のために伐採されたブナの木を材料として「ＳＤＧsバッジ」を製作し、出前
講座などで参加者に配布した。
●ＳＤＧsの推進に取り組む企業・団体等の活動を「見える化」するため、市内の「ふくいＳＤ
Ｇsパートナー」の取り組みをまとめたパンフレットを作成し、公共施設に掲示したり、各パー
トナーに配布したりした。
●内閣府の「ＳＤＧs未来都市」の選定を目指し、提案書を作成し２月に応募した。

○

戦略№ 指標 内容
令和元年度
現状

令和3年度
実績

令和4年度
実績

令和7年度
目標

単位 コロナ禍

1 検討会の開催（再掲）
地域課題解決に向けた住民主体の検討
会を開催した地区

－ 3 5 9

2
姉妹都市などとの交流事
業参加者数

姉妹都市等交流事業補助金を活用して
行った交流事業の参加者数（累計）

－ 0
（累計）

地区 ※

（成果指標の検証）

1
すでに取り組んでいる和泉自治会と令和3年度から取り組みを開始した大野地区と阪谷地区に加えて、下庄、上庄の2地区で自主的
な取り組みが開始された。

2
姉妹都市等交流事業補助金を伴わない姉妹都市等との交流事業は行ったが、補助金を活用して友好市町等との交流事業を行う市
内団体は、感染症の影響などによりなかった。

0
（累計）

1,300
（累計）

人 ※

（写真） （写真） （写真）

①②を踏まえた内部評価 B

総合計画・総合戦略推進会議委員の意見 総合評価

施策評価アドバイザーの意見

◆金森長近公を学ぶ講演会

（岐阜県高山市及び美濃市、

滋賀県守山市との交流事業）

◆結の故郷地域が輝く交付

金事業を活用して実施した

大野地区内のまちウオーク

◆関西大学の研究員による

「ミミズコンポスト」の出前授業

（上庄小学校）

【コロナ禍】

「コロナ禍」の影響を受けたと考えられる取り組みには「※」を記載しています。

【成果指標】

令和４年度末時点の成果指標の実績を記載して

います。

【成果指標の検証】

成果指標の令和４年度実績について、達成状況を検証内容（要因分析など）を記載しています。

【成果指標の検証】

「①取組状況及び成果」及び「②成果指標」を踏まえた最終の内部評価を記載してい

ます。

（評価基準）

Ａ【順 調】

実施した取組みで十分な成果が得られている。

Ｂ【概ね順調】

実施した取組みで一定程度の成果が得られている。

Ｃ【要改善】

実施した取組みで一定程度の成果が得られておらず、取組みの改善が必要。

Ｄ【見直し】

実施した取組みで全く成果が得られておらず、取組みの抜本的見直しが必要。

資料５



デジタル田園都市国家構想総合戦略を勘案した大野市総合戦略の改訂について

令和５年度中に第２期大野市総合戦略を改訂する

（大野市の方針）

資料８



市総合戦略改訂の方向性

• 庁内の「素案」に対する総合計画・総合戦略推進会議委員の意見を踏まえて作成する。

• 「計画期間」は、現行の「令和３年度～令和７年度」とする（変更しない）。改訂後の総合戦略
の適用は改訂した日から令和7年度末までの残存期間とする。

• 「③デジタル技術を活用した取組」は、現行と同レベルの大括りの表現とし、具体的になり過
ぎないように記載する。

• 具体的な取組みは、総合計画・総合戦略推進会議に設置する専門部会で議論する。

• 総合計画は改訂しない。

【改訂内容】
以下の３つの改訂を行う （国の手引きで示された必要最低限の改訂）
①戦略の名称を変更する
②「地域ビジョン（地域が目指すべき理想像）」を追記する
③「デジタル技術を活用した取組」を追記する

＜その他＞



市総合戦略改訂イメージ（案）

①戦略の名称を変更する

大野市デジタル田園都市総合戦略

策定

令和〇年〇月改訂



市総合戦略改訂イメージ（案）

②「地域ビジョン（地域が目指すべき理想像）」を追記する。

（３）目指すべき方向性
これまでの取り組みや市民ニーズ、現状と課題などを踏まえて、今後、目指すべき地域ビジョン、施策のｊ方向性を以下

のように考えます。

【地域ビジョン（地域が目指すべき理想像）】

〇〇〇〇〇〇なまち

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇なまちを目指す

○
○
○
○
○
○
な
ま
ち

【地域ビジョン】

（現行） （改訂イメージ）



市総合戦略改訂イメージ（案）

③「デジタル技術を活用した取組」を追記する

【例】

• デジタル技術等を活用し、観光業の生産性向上を図るとともに、観光人材の育成・確保を
進めます。

• 本市ならではの魅力ある周遊ルートを構築するとともに、観光マーケティングを確立し、デ
ジタル技術等も活用しつつ、細やかで継続的な国内外への誘客プロモーションを展開しま
す。

• 中小企業・小規模事業者等のデジタル技術の活用による業務効率化・自動化に向けた設
備導入など生産性向上・競争力強化・ビジネス変革に向けた支援を充実します。

【参考】
• より細かい、具体的

取組は、総合計画等
推進会議に設置する
「専門部会（仮称）」
で議論し、専門部会
報告書にまとめて、
市の翌年度以降の
施策の参考とする。

現行と同レベルの大
括りの表現とし、具体
的になり過ぎないよう
留意する。



令和５年度大野市総合計画・総合戦略推進会議専門部会（案） 

 

大野市総合計画・総合戦略推進会議設置要綱（抜粋） 

（専門部会） 

第７条 推進会議に、必要に応じて専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会は、会長の指名する委員をもって組織する。 

３ 専門部会に専門部会長を置く。 

４ 専門部会の会議は、専門部会長が招集し、専門部会長が議長となる。 

 

【令和５年度専門部会（案）】 

部会の名称 デジタル部会 

検討テーマ 
デジタルを活用して「市民サービス向上」「地域の課題解決」を図るための

取組み 

背景 

国では令和４年 12 月に「デジタル田園都市国家構想総合戦略」が策

定され、テレワークの普及や地方移住への関心の高まりなど、社会情

勢がこれまでとは大きく変化している中、デジタルの力を活用して「全

国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す基本的な考え

方が示された。 

大野市においても、新型コロナウイルス感染症の流行以降、とりわ

け、行政分野を中心にデジタル化が急速に進んだものの、依然として

さまざまな地域課題があり、そこには新たなデジタルの力を活用する

可能性が存在している。 

こうしたことから、市民と行政が一緒になって、デジタルを活用し

て「市民サービス向上」「地域の課題解決」を図る取り組みを検討し、

「市民誰もが便利で快適に暮らせる社会」の実現を目指す。 

主な検討内容 

（案） 

デジタルの力を活用し、 

①市民サービス向上を図るための取組み 

②地域の課題解決を図る取組み 

開催回数 ３回程度（８月～１０月） 

部員数 7～９名程度＋事務局 

構成員 推進会議委員、外部有識者、市役所関係課担当者 等 

【参考】過去の専門部会 

  令和４年度：移住定住部会 

  令和３年度：ごみ減量部会 

資料９ 



 

「分野ごとの説明」のグループ分け 
グループ 評価するシート 所属 氏名 

A グループ 

（303号室） 

●「こども」分野 

1 子育て   

2 学び 

大野市立保育園保護者連合会 飯田 圭佑 

大野市ＰＴＡ連合会 稲津 直美 

みらい子育てネット大野 川田 香菜子 

●「健幸福祉」分野 

3 健康・医療 4 地域福祉 

5 スポーツ 

大野市老人クラブ連合会 林 幹雄 

（社福）大野市社会福祉協議会 櫻川 みゆき 

大野市スポーツ協会 佐々木智恵美 

事務局（説明者） 大野市 政策推進課職員 

B グループ 

（305・306号室） 

●全般 仁愛大学 南保 勝 

●「地域経済」分野 

6 農業   7 林業    8 商工業   

9 観光業 10 働く環境 

福井県農業協同組合奥越営農経済センター 古川 正人 

九頭竜森林組合 保格 浩一 

大野商工会議所 嶋田 優子 

（一社）大野市観光協会 木下 正朗 

連合福井福井地域協議会大野地区連絡会 大谷 久直 

●「くらし環境」分野 

11 自然環境・ごみ 12 水環境 13 生活環境  

14 消防・減災 15 道路   16 公共交通 

福井工業大学 竹田 周平 

（一社）大野建設業会 山川 正秀 

大野市消防団 清水 里美 

事務局（説明者） 大野市 政策推進課職員 

C グループ 

（307号室） 

●「地域づくり」分野 

17 ひと・地域  18 防災力・防犯力 

19 文化芸術  20 移住定住 

大野市区長連合会 齋藤 雅彦 

大野市文化協会 松田 典子 

奥越前まんまるサイト 坂本 道子 

●「行政経営」分野 

21 情報共有  22 協働・連携 

23 市民サービス 24 行財政 

大野市議会 帰山 寿章 

大野記者クラブ 石畝 健 

越前信用金庫 佐々木 成充 

事務局（説明者） 大野市 政策推進課職員 

 

資料 10 


